
平
成
十
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す
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北
方
領
土
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
強
化
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
ロ
シ
ア
が
発
給
す
る
ビ
ザ
を
受
け
て
北
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
労
働
者
が
北
方
領
土
に

入
り
、
国
後
島
古
釜
布
の
裁
判
所
の
建
設
現
場
で
働
い
て
い
る
と
の
問
題
（
以
下
、
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者

問
題
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
、
「
外
務
省
と
し
て
、
外
交
経
路
を
通
じ
た
申
入
れ
等
に
よ
り
お
尋
ね
の
事
実
関
係
の
確
認

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
外
務
省

は
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
」
を
最
初
に
知
っ
て
か
ら
、
初
動
の
対
応
と
し
て
何
月
何
日
に
ど
の
部
局
の

者
が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

外
務
省
は
一
の
措
置
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
措
置
を
講
じ
、
右
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
調
査
の
進
捗
状
況
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
九
号
）
で
は
、
政
府
は
「
北
方
四
島
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
が
、

ロ
シ
ア
連
邦
が
法
的
根
拠
な
く
し
て
占
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
第
三
国
の
国
民
等
が
北
方
四

島
に
入
域
し
、
建
設
事
業
等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
当
該
入
域
及
び
業
務
の
具
体
的
な
内
容
、
態
様
等
が
北
方
四
島

一



に
対
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
管
轄
権
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
」
の
実
態

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
二
の
調
査
に
つ
き
、
外
務
省
は
い
つ
ま
で
を
目
処
に
調
査
結
果
を
出
す
予
定
で

あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
」
が
進
み
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
北
方
領
土
の
不
法

な
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
実
を
鑑
み
る
時
、
北
方
領
土
問
題
解
決
ま
で
の
間
、
北
方
領
土
へ
の
入
域
を
行
わ
な

い
旨
、
日
本
国
民
に
対
し
て
要
請
し
て
い
る
一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
、
一
九
九
一
年
十
月
二
十
九
日
、
一
九
九
八
年
四
月

十
七
日
、
一
九
九
九
年
九
月
十
日
の
閣
議
了
解
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
「
ロ

シ
ア
連
邦
の
管
轄
権
を
前
提
と
し
て
我
が
国
国
民
が
北
方
四
島
に
『
渡
航
』
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
島
々
に
お
い
て
『
様
々
な

活
動
』
を
行
う
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
不
法
占
拠
を
認
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が

国
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
で
は
「
北
方
領
土
に
お
け
る
外
国
人
労
働

者
問
題
」
が
深
刻
化
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
て
い
る
現
実
を
前
に
、
政
府
は
具
体
的
に
い
か
な
る
方
策

を
と
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二



右
質
問
す
る
。

三


